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廃校を拠点に地球環境を基盤とした地域循環
共生圏の創造と奄美大島の自然と伝統文化を
活かした体験型SDGs学習の場の構築

活動地域

ワークショップ等開催 15 回 

ワークショップ等
参加者 201 人

今年度計画の達成度 90 ％

全体計画の達成度 80 ％
活動内容と成果
● 食品ロスを活用し、鶏を利用した循環型有機農業（畑
やあいがも農法）を実施
● 地域の病院で調理時に廃棄される食材の回収量は年
間約6t。鶏餌や肥料として活用
● 地域にある天然資源（萱、海藻）を肥料として活用
● 廃校を活用して、大学のない離島に大学生ボラン
ティアを誘致し、奄美の自然や伝統文化を学ぶ体験
型SDGs学習のワークショップに地元小中高校生と
一緒に参加、交流し、集落生活も体験
● 奄美の伝統文化・イカ餌木を楽しく、学んで、作って、
釣って、伝統食を食べる体験ツアーを開発
● 活動内容を動画配信課　題

自然と人とが共生する持続可能な社会の在り方につい
て、奄美の豊かな自然と文化の中で考え、体感しなが
ら、廃校を活用することで過疎地域の活性化に貢献す
る。

目　標
廃校を維持管理しながら、廃棄食材を活用した循環型
農業の仕組みを確立し、奄美の自然と伝統文化の中で
持続可能な社会について考える体験型SDGs学習の場
を構築する。 〒894-1519

鹿児島県大島郡瀬戸内町節子
1310 ロビンソンファーム
電話：0997-78-0400
E-mail：robinsonfarm.amami@gmail.com
HP：https://www.robinson-ikka.com/社会貢献

どろんこ田植え体験会どろんこ田植え体験会

大学のない島で大学生と大学のない島で大学生と
地元中高生との交流地元中高生との交流

自然環境との共生を目指した循環型有機農業を確立して、行政機関と連携しなが
ら、SDGs体験学習を持続的に実施できる仕組みを目指す。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
一つのイベントを行政と大学と連携
して企画を立てることが初めてだっ
たので、コミュニケーションを図っ
ていくことが難しかった。

■工夫した点
近年のSNSの普及を鑑み、ニュース
レターを動画（YouTube）にして配
信し、手軽に活動を紹介できるよう
になった。

実 践

つづける助成

2年目
 鹿児島県奄美大島


